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1．は　じ　め　に

近年，電力インフラ業界においては，少子高齢化による
人手不足に加え，技能の継承，労働災害の撲滅，業務の効
率化などの課題を抱えている。

特に，高電圧電力ケーブルの現場では接続作業者の技能
継承や施工力の確保が課題となっている。また，電力イン
フラの設備維持のために保守管理の更なる業務効率化が求
められている。

今回，これらの課題に対して AVR®（Advanced Virtual 
Reality），ADTPS ™（Advanced Digital Trans Porter 
System）の適用検討を行った。

2．AVR®システム

2.1　AVR®とは
AVR® とは，対象物を立体として測定できる RGB-D カ

メラを VR システム用ヘッドマウントディスプレイに装着
することで，撮影データを，VR（Virtual Reality）空間と
合成し，リアルタイムに表示することができるシステムで
ある。加えて，以下の効果から，現実に近い感覚を得るこ
とを実現している。
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１．はじめに

近年、電力インフラ業界においては、少子高齢化による

人手不足に加え、技能の継承、労働災害の撲滅、業務の効

率化などの課題を抱えている。

特に、高電圧電力ケーブルの現場では接続作業者の技能

継承や施工力の確保が課題となっている。また、電力イン

フラの設備維持のために保守管理の更なる業務効率化が求

められている。

今回、これらの課題に対して AVR® (Advanced Virtual
Reality) ､ ADTPS™ (Advanced Digital Trans Porter 
System) の適用検討を行った。

２．AVR®システム

2.1 AVR®とは

AVR®とは、対象物を立体として測定できる RGB-D カメ

ラを VR システム用ヘッドマウントディスプレイに装着す

ることで、撮影データを、VR (Virtual Reality)空間と合成

し、リアルタイムに表示することができるシステムである。

加えて、以下の効果から、現実に近い感覚を得ることを実

現している。

① 一般的に人間の目線は下側にある。そこで、RGB-D カ

メラを水平から 10 数°傾けることにより、人間の視

野と同等な環境を再現した。

② RGB-D カメラは測定対象物との距離を測定すること

が可能で、距離に応じた必要な対象物のみが見える。

AVR®のシステムを図 1,図 2、およびシステム体験状況を

図 3 に示す。
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図３ AVR®システム体験状況
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①　 一般的に人間の目線は下側にある。そこで，RGB-D カ
メラを水平から 10 数°傾けることにより，人間の視
野と同等な環境を再現した。

②　 RGB-D カメラは測定対象物との距離を測定することが
可能で，距離に応じた必要な対象物のみが見える。

AVR® のシステムを図 1，図 2，およびシステム体験状
況を図 3 に示す。

2.2　高電圧電力ケーブル接続教育への適用
高電圧電力ケーブル接続の教育は，現場での作業経験を

通じ技能を育成する OJT（On the Job Training）が主流で，
技能習得には 3 ～ 5 年程必要としていた。そこで，仮想空
間内で訓練ができる AVR® プログラムを導入することで，
短期間でかつ容易に技能の取得を可能とした。本システム
は以下の特長がある。

①　 現場に出向くことなく，仮想空間内で繰り返し施工の
体験ができる

②　 訓練資材や工具が仮想空間内に持ち込める
③　 動画マニュアルの表示が可能で，手順・方法などを容

易に理解することができる
④　 重要な工程は設問が表示され，回答正解率から習熟度

を把握することができる
⑤　 現場作業を行う前に一連の作業概要を理解できる

図 4 に現場での高電圧ケーブルの接続作業例，図 5 に
AVR® プログラムの導入状況を示す。

3．ADTPS ™ システム

3.1　ADTPS ™ とは
ADTPS ™ とは，AVR® にボリュメトリック技術による

立体データを組み込むことで，過去および現在の離れた空
間にトランスポートして自由な位置，視点で空間を確認で
きるシステムである 1）。

一般的なボリュメトリック技術は空間を立体データ化
し，自由な視点で見ることができる技術として，すでにス
ポーツ観戦等に活用されている。しかし，この場合，大量
の映像データを得るため 100 台規模のカメラが必要となっ

ている。
今回 ADTPS ™に導入したボリュメトリック技術は，数

台（3 台）の RGB-D カメラで空間を立体データ化すること
を実現した。
図 6 に ADTPS ™ システム構成を示す。図 7 に ADTPS ™

システムの概要，図 8 に立体データ化の手法 2）を示す。
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図 3　AVR®システム体験状況

図 4　高電圧ケーブルの現場での作業
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図 5　AVR®　プログラム
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図５ AVR® プログラム 
 

 
図６ ADTPS™の立体データ化システム構成

 
図 6 ADTPS ™の立体データ化システム構成
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3.2　高電圧電力ケーブル工事現場への適用
高電圧電力ケーブルの工事現場に ADTPS ™ システムを

導入することにより，離れた場所からの現場空間へのトラ
ンスポーテーションを実現した。
図 9 に現場でのカメラの配置状況，図 10 に同じ時刻で

異なる視点から見た画像を示す。
本システムは以下の特長を有する。

①　 数台のカメラで構成できるため設置が容易である
②　 専用の治具でカメラ位置の校正を容易にした
③　 カメラ数台によるデータ転送のためリアルタイムでの

処理ができる
④　 カメラ設置ができれば，狭隘および危険な空間の立体

データの画像を共有できる
⑤　 空間を自由に移動し，あらゆる視点で現場確認ができ

る
⑥　 立体データ化を保存することで，過去の作業等を確認

することができる。
⑦　 測定機器を仮想空間内に持ち込めるため，現場の寸法

測定ができる

 
図７ ADTPS™システムの概要 

図８ 立体データ化の手法
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図 7　ADTPS ™システムの概要

図 8　立体データ化の手法

図 10　異なる視点から見た画像

図 9　現場でのカメラの設置状況
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4．ま　と　め

AVR®，ADTPS ™ は，高電圧電力ケーブルの工事にお
ける技能の継承，労働災害の撲滅，業務の効率化などの課
題に対応できるシステムであることを確認した。今後，高
電圧電力ケーブルの工事以外にも，適用範囲を広げていく。

※ AVR は SWCC 株式会社の登録商標です。
※ ADTPS は SWCC 株式会社の商標です。
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